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〔酪大だより〕
　第51期生が卒業しました。
　　　（公財）中国四国酪農大学校

〔県民局だより〕
　地域の連携で高収益型の産業に！
　～奈義町畜産クラスター協議会の取組～
　　　美作県民局畜産第一班

〔家保のページ〕
　牛群検定検証シートの概要
　　　津山家畜保健衛生所

〔技術のページ〕
　「地域産飼料」を利用しましょう
　　　岡山県農林水産総合センター
　　　畜産研究所企画開発グループ

〔畜産現場の声〕
　安心と美味しさは人が作る
　　　岡山JA畜産㈱荒戸山SPF農場

〔畜産女性の声〕
　「鳥取・岡山・島根各県の畜産女性の意見交換会に参加して」
　　　赤磐市　信原　幸子
岡山県畜産関係者名簿
岡山県農業共済組合連合会
全農岡山県本部畜産部
おかやま酪農業協同組合
一般社団法人岡山県畜産協会
岡山県畜産関係各種協議会
畜産における労務管理のポイント
～優秀な人材確保に向けて経営者が知っておくべきこと～
　　　（一社）岡山県畜産協会
平成29年度　畜産・酪農対策
〔ホットニュース〕
　平成28年度和牛シンポジウム・津山市で開催
　平成28年度第2回養豚飼養管理技術向上研修会を開催
　～県内外等・豚肉8種類、食べ比べ！～
　　　（一社）岡山県畜産協会
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　本校は、昭和36年に県立酪農大学校とし
て設立され、昭和40年に財団法人中国四国
酪農大学校に改組、平成25年には公益財団
法人に移行し、一昨年創立50周年を迎えま
した。
　この間『経営感覚と確かな技術を持った
人材の育成』『酪農を通じて地域に貢献で
きる人材の育成』『社会人としての基礎力
を備えた人材の育成』の 3 つを教育理念に
掲げ、実習を重視した酪農教育を行い、卒
業後即戦力として働ける実践的な知識と技
術を身につけた多くの人材を輩出してきま
した。
　この春、第51期生19名（男子11名、女子
8 名）が無事卒業しました。就農・就職状
況は、酪農後継者が 3 名、雇用就農が14名

（うち酪農場 9 名、肉用牛農場 5 名）、酪農
ヘルパーが 2 名となっています。岡山県内
への就職者は 8 名（うち 4 名が県外出身者）
と県内就職した学生が半数近くおり、岡山
県の畜産振興に貢献できたと思っています。

第51期生一同（卒業式写真）

　第51期生は、平成27年 4 月に21名（男子
12名・女子 9 名）が北は京都、南は沖縄の
15府県から熱い想いを持って入学しまし
た。
　平成27年10月23−26日には全日本ホルス
タイングランプリ2015に挑みました。県外
で開催される全国共進会への出品は本校

〔酪大だより〕

第51期生が卒業しました。
公益財団法人中国四国酪農大学校

始まって以来初のことであり、本校からホ
ルスタイン 2 頭とジャージー 2 頭を出品し
ました。会場は雪が降り非常に寒く過酷な
環境でしたが、選ばれた学生 4 名は立派な
リードをみせ、特に15部（ジャージー種未
経産の部）で江﨑希美さんがリードした

「カヤベ テトラ バーバテイム ミステイク
号」は優等次席というすばらしい成績を収
めました。最終日の優等牛パレードで、並
み居る北海道勢の中、本校の学生と出品牛
が堂々と歩く姿は、今でも鮮明に思い起こ
される感動的な場面でした。

ホルスタイン全共会場にて

　平成28年度農業大学校等プロジェクト発
表会では、山本百紅さんが「酪農作業を中
心とした牛にも人にも無理のない労働時間
の検討」という演題で、搾乳間隔が及ぼす
影響について、単位生産量や繁殖成績、乳
房炎発生率に着目して調査・検討し、酪農
場における無理のない 1 日の労働スケジュー
ルについて発表しました。本発表は中国四
国ブロックで優秀賞を受賞しブロック代表
に選出され、全国大会にも出場しました。
　あっという間に時間が過ぎ、第51期生は
立派に成長し巣立って行きました。社会人
になり、壁にぶつかり悩むことがたくさん
あると思いますが、2 年間本校で学んだ知
識・経験と培った精神力で乗り切って欲し
いと思います。卒業生の活躍を期待してい
ます。
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１　畜産クラスター事業とは？
　畜産クラスター事業は、国際的な貿易協
定の見直しの中で、畜産業の収益力強化を
目指し、平成26年度から、国の補正予算で
実施されている事業です。
　畜産クラスター事業の「クラスター」と
は、ブドウの「房」のように、複数のもの
が集まった状態のものを示します。この事
業の正式な名称は「畜産・酪農収益力強化
総合対策事業」と言いますが、畜産農家を
中心に、地域の関係者が連携し、高収益型
の畜産業を目指す取組を行う事業として、
畜産クラスター事業と言われています。
　特に畜産業は、耕種農家、農協、飼料会
社、獣医師、機械メーカー、乳業メーカー
や食肉販売者等の様々な業種と関わって成
立しています。このため、高収益型の畜産
業の確立には、さまざまな関係機関が房の
ように集まって、取り組むことが重要にな
ります。
　本事業は実施にあたり、まず関係者が集
まり、クラスター協議会を設立します。そ
して、地域ぐるみで高収益型の畜産業を実
現するための「畜産クラスター計画」を作
成します。その計画に位置づけられた中心
的経営体が計画を実現するために必要とな
る施設や機械について支援を受けて整備す
ることができる事業です。
　
２　奈義町畜産クラスター協議会
　岡山県北部の奈義町は、乳用牛、肉用牛
が多く飼養され、おかやま黒豚の生産も

行われており、県下有数の畜産の町です。
家畜のふん尿は、公共の堆肥センターであ
る「奈義有機センター」で、堆肥化処理さ
れています。
　また、奈義町飼料稲生産・利用組合によ
り、稲ホールクロップサイレージ（稲WCS）
の生産利用が進められ、収穫調製を行うコ
ントラクター組織の勝英コントラクター組
合も奈義町を拠点として活動しています。
　これらの畜産業を取り巻く多数の組織
が、耕畜連携など様々な連携活動を行って
きたことから、奈義町にはクラスターに取
り組む土壌が元々形成されていました。
　このため、奈義町畜産クラスター協議会
は平成27年 8 月に中心的経営体（事業参加
農家）、生産者の部会、町、農協、コント
ラ等関係機関が参画し設立されました。
　クラスター協議会の事務局は奈義町産業
振興課を中心に、勝英農業協同組合とおか
やま酪農業協同組合で構成されています。

＜設立総会（平成27年8月31日）＞

〔県民局だより〕

地域の連携で高収益型の産業に！
～奈義町畜産クラスター協議会の取組～

美作県民局畜産第一班
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３　畜産クラスター協議会の取組
　奈義町畜産クラスター協議会では、次の
4 つを重点テーマとして、取り組んでいま
す。
　これらの取り組みについては、構成員の
中でも特に中心的経営体、町、農協、県民
局が中心に連携して推進を図っています。
（1）飼養規模の拡大
　地域の生産基盤の強化のため、中心的経
営体の畜舎等を整備し規模拡大を推進し
ます。
（2）労働負担の軽減
　中心的経営体が搾乳牛管理に力を注ぐた
め、酪農経営を中止した近隣の農家に乳用
後継牛の哺育・育成を担当してもらうと
いった新たな分業の取り組みを推進し、地
域で協力しながら酪農経営の永続を図って
います。
（3）自給飼料利用の拡大
　耕畜連携による、稲WCS、稲わら、飼
料用米の生産・利用の拡大を図るとともに、
畜産農家の需要の高いトウモロコシ等の飼
料作物の生産拡大を推進しています。
（4）畜産物ブランドの強化
　奈義町産畜産物のブランド化を推進し、
地元食材を積極的に取り扱う小売店や飲食
店と連携し、販売の拡大を図っています。

４　畜産クラスター事業の活用
　奈義町畜産クラスター協議会では、平成
29年度、施設整備事業 1 戸 3 棟、機械導入
事業 9 戸11物件の事業実施を予定していま
す。
　施設整備事業では、後継牛の育成や飼料
生産の外部化を図り、自らは搾乳と経産牛
の飼養管理に徹することで、飼養規模の拡
大を目指す中心的経営体の施設整備を行っ
ています。
　機械導入事業においては、酪農家や肉用

牛農家等が主に自給飼料生産や堆肥化処理
の効率化を図る機械の導入を行っており、
地域内での粗飼料増産を図っています。

　
＜H28年度整備された糞乾施設＞

５　今後の展開
　地域のコントラクター組織が機械導入事
業を活用し、汎用型の微細断飼料収穫機械
の導入を予定しています。これにより、地
域内で稲WCSだけでなく、トウモロコシ
等飼料作物を栽培し、コントラクターが収
穫・調製を行い、畜産農家へ供給できる体
制の構築を目指しています。
　また、「なぎビーフ」等ブランド畜産物
の増産や、ブランド化の推進によって、生
産から流通、消費にわたって連携し、地域
の収益力の強化を図るため、規模拡大を目
指す農家を中心に施設整備事業の実施を検
討しています。
　奈義町畜産クラスター協議会では、事業
を活用し、クラスター計画を推進していま
すが、継続的な取り組みにするための体制
づくりといった課題もあります。
　今後も関係機関が連携し、課題を解決し
ながら、収益性の向上を図り、畜産業だけ
でなく地域全体の活性化を目指していきま
す。
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１　牛群検定検証シートとは
　牛群検定成績表の 1 枚目（以下、牛群成
績表）は、様々なデータが示されており、
慣れた人が見れば多くの情報を読み取るこ
とができます。しかしながら、なじみの薄
い人にはデータが多すぎて何をどう評価す
れば良いのか判らず、指導への活用が十分
に行われていないという実態がありました。
このような状況を改善するため、平成27年
度に岡山県酪農経営支援チームにより、 9
枚組で牛群成績から読み取れることを判り
やすく解説した、牛群検定成績検証シート

（以下、検証シート）が作成されました。
　今回は、検証シートの概要について紹介
します。

２　検証シートの構成
　検証シートは、以下の 9 つの目的に応じ
たシートで構成されており、それぞれ切り
取り線を切り取ったうえで牛群成績表に被
せると、評価したい成績の部分のみが見ら
れるようになります（図 1 ）。

図1：検証シート使用イメージ

1）�乳量①：月別の乳量・標準乳量の変化
から、飼養管理全般の適・不適を読み
取ります。

2）�乳量②：泌乳ステージごとの乳量・標

準乳量から、泌乳ステージごとの飼養
管理の適・不適について読み取ります。

3）�乳成分①：月別の乳成分の変化から、
飼料バランスや給餌方法などの適・不
適を読み取ります。

4）�乳成分②：泌乳ステージごとの乳成分
から、泌乳ステージごとの飼養管理上
の問題点を推察します。

5）�乾乳管理： 2 産以上の泌乳初期におけ
る乳量・乳成分や除籍理由などから、
乾乳管理上の問題点を推察します。

6）�繁殖成績：授精成績や分娩間隔などか
ら、繁殖管理上の問題点を推察します。

7）�体細胞数・リニアスコア：体細胞数の
季節変動やステージ別成績から、乳房
炎の発生原因を推察します。

8）�改良：項目別種雄牛成績や補正乳量か
ら、改良が順調であるかどうかがわか
ります。

9）�搾乳管理：搾乳管理成績から、搾乳間
隔や 1 頭あたりの搾乳時間が適切であ
るかどうかがわかります。

３　乳量①シートの見方
　検証シートのうち、牛群成績表をみる上
で特に重要なポイントを含む乳量①シート
を例に解説します。
　乳量①シート（図 2 ）では月別の搾乳日
数、乳量および経産牛 1 頭あたり年間成績
から、飼養管理全般の適・不適を判断する
ためのポイントを解説しています。
＜チェック1＞�搾乳日数
　乳牛は分娩後50～100日で泌乳最盛期を
迎えるとその後の乳量は基本的に下り坂と
なるため、搾乳日数が大きくなると乳量の
減少が予想されます。

〔家保のページ〕

牛群検定検証シートの概要
津山家畜保健衛生所



5

＜チェック2＞�乳量
　平均乳量は産次構成や泌乳ステージの偏
りなどによる影響を受けて増減するので、
飼養管理による乳量の増減を評価したい場
合は次のチェック項目である標準乳量を確
認しましょう。
＜チェック3＞�標準乳量
　標準乳量は各個体の乳量を、個々の産次
や泌乳ステージ、分娩した季節などの情報
を元に、「標準化」という統計処理を施す
ことで算出されています。この処理により
標準乳量は、産次ならびに搾乳日数といっ
た生理的な変化や分娩季節による影響が除
かれており、飼料の変更や牛舎環境変更な
ど、飼養管理変更の影響により増減すると
されているので、標準乳量に大きな変化が
無いことを確認します。
＜チェック4＞�経産牛1頭あたり年間成績
　 経産牛 1 頭あたり年間成績の乳量（以下、
年間成績）は、過去 1 年分の各月の乳量か
ら算出されており、新しい月次の成績は、
1 年前の同月成績が押し出されて計算され
ます（図 3 ）。この計算方法により、月ご

との変動が少なくなり農場の生産性の変動
傾向がつかみやすくなっています。
　継続して年間成績が低下してきている場
合は、繁殖効率の悪化や乳房炎の多発など、
生産性を低下させる何らかの原因があると
思われます。

図3：年間成績算出のイメージ

４　最後に
　牛群検定成績表のなかでも牛群成績表
は、その農場の状態を把握するための情報
が詰まっています。
　しかしながら、牛群成績表の変化は様々
な要因が影響を及ぼした結果ですので、牛
群成績表および検証シートだけをみて何か
を判断するというよりも、関係者同士の
話し合いなどの際に、コミュニケーション
ツールとして役立てていただければと思い
ます。

図2：乳量①シート
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１　取組の背景と目的
　畜産経営の生産基盤を強化するために
は、飼料自給率の向上が重要な課題となっ
ています。近年、耕畜連携により水田を利
用した飼料生産が進んでおり、経営内での
粗飼料確保が困難な場合は、地域で生産さ
れる稲WCSやトウモロコシWCS（ロール
ベール・ラッピングされたもの）などの利
用拡大が必要と考えられます。
　そこで、県畜産課、県民局畜産班及び畜
産研究所が一丸となり、「地域産飼料の生
産・利用拡大」を県下全域のプロジェクト
と位置づけ、関係団体と連携して推進して
いますので、その取組を紹介します。

※地域産飼料とは
「耕種農家が生産し畜産農家が利用する
自給飼料」のことを表します。

２　取組内容
（1）地域産飼料の利用意向調査
　平成28年度は、県内の酪農家全戸に対し
て、地域産飼料の利用意向調査を実施しま
した。（アンケートにご協力いただきあり
がとうございました。）
　稲WCSは、「利用量を増やしたい」また
は「条件次第で利用してみたい」が13％あ
りました。また、利用しない理由としては、

「取り扱いが困難」、「品質に不安」、「保管
場所がない」などでした。　
　トウモロコシWCSは、「利用したい」ま
たは「条件次第で利用してみたい」を合わ
せると23％ありました。また、利用しない
理由としては、「取り扱いが困難」、「保管
場所がない」、「価格が高い」が挙げられま

した。
　このような結果から、地域産飼料の特徴
や利用方法等について、畜産農家へ情報提
供することにより、まだまだ利用を拡大で
きるのではないかと考え、次のような取組
を行いました。また、地域産飼料の供給量
を確保するため、耕種農家に対して生産を
推進することとしました。
（2）畜産農家への地域産飼料利用推進
　地域産飼料の給与事例について、県民局
が主体となって実態調査を行い、これを基
に関係機関の協力を得て、稲WCSとトウ
モロコシWCSの利用啓発資料を作成しま
した。これらを用いて、地域産飼料の適切
な給与方法を畜産農家へ説明することによ
り、利用を推進しました。
　利用啓発資料には、稲WCSやトウモロ
コシWCSの利用により飼料費低減を実現
しているモデル農家の調査結果から、利用
前後の飼料費比較と、生乳生産量や乳脂
率等の泌乳成績を掲載しました。（図は稲
WCS利用啓発資料の一部です）
　それぞれの飼料の特徴としては、稲
WCS専用品種「たちすずか」「たちあやか」
について、高品質でサイレージの通年給与
が可能な点や、繊維の消化性が良いことを
利点として挙げました。また、汎用型収穫
機で収穫されるトウモロコシWCSについ
ては、高密度、高栄養で品質が安定してい
るため、乳量の増加が期待できることをメ
リットとして挙げました。
　また、地域産飼料の利用に失敗しないよ
うに、それぞれの給与上の留意点について
も資料に掲載しました。

〔技術のページ〕

「地域産飼料」を利用しましょう
畜産研究所 経営技術研究室 企画開発グループ
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（3）耕種農家への地域産飼料生産推進
　耕種農家に対しては、稲WCSとトウモ
ロコシWCSの生産啓発資料を作成し、約
1 ha以上の面積集約が可能な地域を中心に
推進しています。
　稲WCS資料には、専用品種の導入によ
る高い収益性（試算値）を示すとともに、
契約栽培の手続き、牛の飼料としての農薬
制限、雑草混入防止等の留意事項を掲載し
ました。また、トウモロコシWCS資料には、
収量向上と雑草混入防止のため、水はけの
良い圃場での栽培や丁寧な土壌鎮圧が大切
であることを示しました。

３　今後の課題
　利用側の課題として、保管場所の確保や
効率的な流通体制の構築、小規模農家でも
利用しやすい製品化などが挙げられます。
また、生産側では、異品種混入・雑草対策・
労働分散対策及び鳥獣害対策が必要と考え
られます。
　今後も、地域産飼料に対する情報共有を
図るため、実証展示ほの設置や現地説明を
行い、関係機関が一体となって地域産飼料
の利用を推進していきたいと考えておりま
す。

図　稲WCS利用啓発資料（抜粋）
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　新見市哲多町の岡山JA畜産㈱荒戸山SPF
農場で場長を勤める加藤将さんに、安全性
と両立した生産性の向上や新たな取組につ
いてお話を伺ました。

１．安全な豚肉
　SPF豚とは特定疾病の原因菌に接触しな
いよう飼育された豚のことで、徹底した衛
生管理が求められます。肉は臭みが少ない、
きめ細かくやわらかいといった特徴があり
ます。荒戸山SPF農場では、現在約5,600頭
を飼育、年間約11,000頭を出荷しています。

２．自分で考えられる環境づくり
　当農場では、女性 1 名を含めた 9 名の従
業員で交配から肥育、堆肥化までを行って
います。　　
　最年少は23歳と、若い人達が働く場でも
あるため、人を育てるということを大切に
されています。頭ごなしに言うのでは萎縮
してしまうため、場長は投げかけるだけで、
成績を上げるためにどうすればいいのか考
えるのは各自に任せます。そのための信頼
関係は日々の会話から培われています。毎
朝の朝礼で作業の確認や問題を話し合った
り、休憩時間にはざっくばらんに話をした
りと、誰でも意見が言える雰囲気が醸成さ
れているようです。

３．農場HACCP取得に向けて
　石原社長の「安全・安心な肉を消費者
に」との想いから農場HACCPに取組まれ
ています。昨年 8 月のキックオフ大会から、
MPアグロ㈱主導のもと、月に 1 度推進会
議を行っています。
　数多くある作業工程を取りまとめ文書化
していく作業は大変で、SPF農場では防疫
を最優先しているため物品の持込にも注意
が必要となります。時間と手間はかかりま
すが、工程表を作成する中で、作業の見直
しができた他、各工程をプログラム化する
ことで従業員の入れ替わりにも役立つこと
が期待されます。

会議の様子。従業員一人ひとりがチームの
一員として参画。

４．最後に
　「農場のするべきこと一番のポイントは
生産性を上げること」と話す加藤さん。
HACCPの衛生管理目標でも哺乳期の事故
率の減少と出荷頭数の増加を設定してお
り、SPF認定規則に加え、HACCPシステ
ムをもとに今後も消費者に安全な豚肉の供
給を目指します。

〔畜産現場の声〕

安心と美味しさは人が作る
岡山JA畜産㈱　荒戸山SPF農場　加藤　将
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　 3 月23日、鳥取、岡山、島根各県の畜産
女性の意見交換会が島根県安来市安来節演
芸館を会場に行われました。
　岡山からは、畜産女性等 5 名、鳥取から
は12名、島根からは 9 名の計26名の参加者
がありました。
　畜産女性にとって、毎日の飼養管理は必
須で、慌ただしく朝の仕事を終えて、バス
の集合場所へと向かいました。車中では、
おしゃべりしたり、うとうとしたり・・・。
車窓から残雪の蒜山三座、大山を眺めなが
ら島根県に入りました。高速道路を下りる
と道沿に畜産農家が目立ちます。同業者は
目に付くようです。間もなく会場の安来節
演芸館に到着です。木のぬくもりに包まれ
た和風の建物で安来節の歌と踊りが毎日楽
しめる所だそうです。名物どじょう料理の
お食事処もあります。

　島根畜産ネットワークの方々の温かい出
迎えを受け、 2 階の会議室で酪農経営者グ
ループと養鶏・肉用牛経営者グループに分
かれて意見交換会がはじまりました。
　島根畜産ネットワークの方々のリードで
自己紹介を兼ねて経営内容や就農するまで
の経過などが話題でした。
　 6 次産業化に至るまでの話や他の職業か
ら畜産を始めて、その魅力の話、また、体力・
経験豊かな40代、50代の方のこれからの希

望や目標、畜産の浮き沈みの波を乗り越え
てきた60代、70代の方の自信と誇りに満ち
た話等々、年代によって、環境によって様々
な内容でした。
　家族経営の多い畜産経営の中で、他の方
の話を聞く機会は少なく、貴重な経験をさ
せていただきました。

　昼食は、どじょう料理です。
幼い頃、たんぼの用水路で捕まえて、飼っ
ていた頃を思い出しながら、ありがたくい
ただきました。
　食事の後は、安来節の鑑賞です。本物の
民謡と銭太鼓、どじょうすくいを始めて拝
見しました。畜産女性 4 名も舞台に上が
り、どじょうすくいを教わり、楽しいひと
ときでした。
　再び、会議室に戻り懇談会です。
打ち解けた雰囲気の中、ビンゴゲームを楽
しみ、景品に島根の土産をいただき、再会
を約束しながら、会場を後にしました。
　家族経営の多い畜産は、主婦である女性
が携わる機会が多いと思います。心掛け次
第で楽しくも、苦労にもなります。
　家族を見守るように、子供を育てるよう
に、牛を育てて、他の職業からみて魅力あ
る仕事に思われるよう、努めていきたいと
思います。

〔畜産女性の声〕

「鳥取・岡山・島根各県の畜産女性の
意見交換会に参加して」

赤磐市　信原　幸子
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部　　署 職　　名 氏　　名
畜産課 課長 菱川　雅弘

副課長 岡部　誠
　生産振興班　 総括参事（生産振興班長） 岸戸　武士

副参事 河原　貴裕
副参事 三木　隆司
副参事 岡田　英樹
主幹 片山　康浩
主任 荒金　知宏
主任 立川　優子

　衛生環境班 総括参事（衛生環境班長） 橋本　尚美
副参事 森分　哲彦
副参事 田原　鈴子
主幹 片岡　まどか
主幹 馬場　彩
主幹 福島　成紀

　経営流通班 総括参事（経営流通班長） 津寺　春良
副参事 山本　伸二
副参事 清水　淳也
副参事 塩田　鉄朗
副参事 内田　啓一
主任 保田　憲一

備前県民局 農畜産物生産課長 松尾　善博
総括副参事（畜産班長） 正吉　輝彦
副参事 滝本　英二
主幹 朝倉　麻由子
主幹 藤原　裕士
主任 高取　和弘

（新規採用） 技師 岩本　侑希子
（再任用） 技師 額田　和敬

備中県民局 農畜産物生産課長 黒田　忠明
総括副参事（畜産第一班長） 藤原　努
副参事 池田　克美
主幹 石川　和人
主任 宮本　康子
主任 武藤　多佳子
主任 吉田　由紀

（新規採用） 技師 入江　結唯
臨時事務職員（代替） 廣田　諒
総括副参事（畜産第二班長） 川口　泰治
技師 西村　祐枝
技師 田中　康裕

部　　署 職　　名 氏　　名
美作県民局 農畜産物生産課長 木曾田　繁

総括副参事（畜産第一班長） 吉元　和明
副参事 大谷　晴美
副参事 松馬　定子
副参事 植田　幹隆
技師 前川　真穂

（新規採用） 技師 岡部　真宏
総括副参事（畜産第二班長） 行森　美枝
副参事 串田　晴彦
技師 綱島　優子

岡山家保 所長 江本　正
　家畜保健衛生課 課長 遠藤　広行

副参事 牧野　俊英
副参事 守屋　吉英
副参事 金岡　孝和
主幹 佐野　通
主幹 𥱤　啓介

事務 主任 小出　康代
主任 黒岩　恵
主任 難波　かおり

（休） 主任 荒木　由季子
主任 山口　葵
技師 大津寄　由華

　病性鑑定課 課長 （所長兼務）
専門研究員 澤田　勝志
専門研究員 別所　理恵
専門研究員 出石　節子
研究員 澤井　紀子
研究員 廣瀨　友理
技師 水上　智秋

井笠家保 所長 多賀　伸夫
次長 澤田　健二
副参事 西川　真琴
副参事 平井　伸明
副参事 山内　章江
副参事 横内　淳一郎
主幹 橋田　明彦
主任 高崎　緑
主任 児子　友美

（新規採用） 技師 武内　大

高梁家保 所長 平野　充生
次長 平田　祐介
副参事 岡田　ひろみ
副参事 秦　　守男
副参事 高見　剛
主幹 武縄　勝浩
主幹 佐藤　静子
主幹 田中　静香
主任 横内　百合香

岡山県畜産関係者名簿（平成29年4月1日現在）
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部　　署 職　　名 氏　　名
真庭家保 所長 松長　清美

次長 中村　浩三
副参事 権代　将人
主幹 田中　健嗣
主幹 定森　淑子
主任 笹尾　浩史
主任 紙谷　建志
主任 梯　　洋介
主任 金谷　真澄

（休） 技師 森　　眞理子

津山家保 所長 馬場　誠
総括参事 森　　尚之

（休） 副参事 小阪　和正
副参事 萱原　佳美
主幹 西　　淳子
主幹 中山　裕貴

事務 主任 岡村　涼平
主任 串田　規子

（休） 技師 光宗　仁美
技師 谷口　翔
技師 小山　典子
技師 石川　晶子
技師 杉本　裕亮
技師 宇高　成美

農林水産総合センター 次長 中塚　陽二郎
〃普及連携部
　総務課 副参事 佐々木　健次
（畜産研究所駐在） 主幹 樋口　久男

主幹 北原　一男
（再任用） 主事 殊井　麗子

〃畜産研究所 所長 平本　圭二
副所長 広金　弘史

　経営技術研究室 室長（特別企画専門員） 大谷　啓介
特別企画専門員 山本　康廣

（企画開発グループ） グループ長 斉藤　浩史
専門研究員 森山　靖成
専門研究員 高取　健治
技師 森淸　邦彦

（環境研究グループ） グループ長 白石　誠
専門研究員 水木　剛
主幹 安藤　芳宏

　改良技術研究室 室長（特別企画専門員） 砂原　一彦
（育種改良研究グループ） グループ長 片岡　博行

研究員 小田　亘
研究員 岡本　雄太
技師 西川　早百合
主幹 福井　康勝
主幹 村田　和弘
主幹 岡本　元正
主幹 横山　明彦

（再任用） 主事 定本　護

部　　署 職　　名 氏　　名
（養豚研究グループ） グループ長 （改良技術研究室長兼務）

専門研究員 佐々木　真也
主幹 湛増　美好
主幹 高山　勲

（再任用） 主事 福島　満志
（再任用） 主事 上田　利男

（繁殖システム研究グループ） グループ長 有安　則夫
専門研究員 坂部　吉彦
研究員 金谷　健史

　飼養技術研究室 室長（特別企画専門員） 井上　信治
（生産性向上研究グループ） グループ長 脇本　進行

専門研究員 黒岩　力也
（新規採用） 技師 羽柴　一久

主幹 富田　康
主幹 大平　嘉秀
主任 福島　敏道

（飼養管理研究グループ） グループ長（特別研究員） 長尾　伸一郎
専門研究員 田邊　裕司
技師 三宅　歩
副参事 定賀　和夫
主幹 山田　庄市
主幹 有富　勝仁
主幹 杉山　卓

（再任用） 主任 服部　一洋

食肉市場 場長 河原　宏一
次長（総務課長） 福島　成明

　　　総務課 副参事 登尾　哲次
主任 池田　伸太

　　　業務課 課長 川尻　鉄也
主幹 難波　浩
主幹 妹尾　直樹
主任 小林　宙
主任 福田　新

（再任用） 主任 眞木　元

酪農大学校 校長 山田義和（OB）
副校長 秋山　俊彦

　　　総務課 課長（副校長兼務） （秋山　俊彦）
　　　教務課 主任 田中　恵



12

部 長
課 長
課 長 補 佐
主 査
主 査
主 事
嘱 託
臨 時
所 長
次 長
主 査
主 任
技 師
嘱 託
所 長
技 師
技 師
臨 時
所 長
副 主 幹
主 任
主 任
技 師
技 師
技 師
臨 時
所 長
主 幹
技 師
嘱 託
臨 時
技 師
所 長
次　　長（兼）
主 幹
主 幹
副 主 幹
副 主 幹
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
臨 時
所 長
技 師
嘱 託
臨 時
所 長
技 師
技 師
技 師
嘱 託
臨 時

家 畜 部
家 畜 課
　　　　TEL　086-224-5596
　　　　FAX　086-225-7064

生 産 獣 医 療 支 援 セ ン タ ー
　　　　TEL　0867-22-1500
　　　　FAX　0867-22-1194

南 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　086-943-6888
　　　　FAX　086-943-7703

西 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0865-64-4141
　　　　FAX　0865-64-2926

西 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0866-22-2211
　　　　FAX　0866-22-0358

西 部 家 畜 診 療 所 新 見 支 所
北 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0868-26-1112
　　　　FAX　0868-26-6632

真 庭 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-44-2164
　　　　FAX　0867-44-5319

蒜 山 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-66-2517
　　　　FAX　0867-66-4626

岡山県農業共済組合連合会 平成２９年４月１日
植　月　義　友
日　下　知加久
鴨　井　敏　則
平　松　美　紀
水　戸　康　明
槌　谷　実　穂
西　村　一　道
沖　永　美樹子
藤　井　多加治
西　山　　　篤
荒　木　勇　介
池　山　　　亨
齋　藤　　　愛
大　賀　まりえ
高　市　直　登
根　木　慶　彦
石　田　和　子
岡　本　麻　衣
村　田　一　人
大　屋　卓　志
久　田　野　歩
上　田　俊　樹
村　上　正　浩
松　尾　みなみ
守　屋　ひか理
小　野　好　恵
正　木　丈　博
畦　崎　正　典
富　永　由　香
前　原　健　成
中　笹　良　恵
渡　邉　卓　彌
犬　間　一　郎
杉　山　　　定
田　村　展　敏
西　川　達　也
椿 　 修
江　草　佳　彦
若　槻　拓　司
高　岡　亜沙子
宇　野　　　進
佐　藤　佳　美
橋　本　綾　乃
小　林　直　子
杉　山　　　定
森　田　康　広
西　原　　　直
古　谷　和　江
森　本　高　輝
神　田　遥　子
峠　田　大　志
越　本　時　貴
金　盛　隆　志
宮　本　美佐枝
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全農岡山県本部 畜産部 組織図

全農岡山県本部 畜産部 人事配置
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平成２９年度　一般社団法人岡山県畜産協会組織図
　（平成29年4月1日）

代表理事会長
樋口義男

副 会 長　　
東山　基

事務局長　　
大塚武宣

専務理事　　
柴田範彦

企画管理部 （TEL  086-221-0511）
 （FAX  086-234-6031）

　　審 議 役　小山　雅子
　　審 議 役　築山　伴文
　　主　　事　井戸本由美

経営支援部

　　部　　長　栗木　隆吉
　経営対策班 （TEL  086-222-8575）
  （FAX  086-234-6031）
　　班　　長　目瀬　　勤
　　副調査役　永原　睦恵
　　副調査役　池見　　亮
　　技　　師　高尾　奈々
　　参　　与　本松　秀敏

　価格対策班 （TEL  086-234-5981）
  （FAX  086-223-4755）
　　班　　長　築山　伴文（兼務）
　　嘱託職員　和田　直美
　　嘱託職員　西家　純一

　家畜衛生部 （TEL  086-232-8442）
  （FAX  086-234-6031）

　　部　　長　大塚　武宣（兼務）
　　審 議 役　貝原　裕彰
　　参　　与　山本　幹男
　　参　　与　岡田　耕平
　　臨時職員　西林　由子

　　　家畜衛生管理センター
　　　（TEL  0876-27-3101）
　　　（FAX  0867-27-3102）
 
　　臨時職員　佐々木　太
　　臨時職員　岡田　　保

　　　生乳検査センター
　　　（TEL  0868-54-7366）
　　　（FAX  0868-54-7368）

　　所　　長　小田　頼政
　　審 議 役　宇谷　　修
　　技　　師　村上　恭子
　　嘱託職員　本田　正司
　　嘱託職員　藤堂ゆみ惠
　　嘱託職員　山本　祐子
　　臨時職員　安藤　智子
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岡山県畜産関係各種協議会名簿一覧
　（平成29年4月1日現在）

　　　　　  名　　称

岡山県家畜人工授精師協会

岡山県酪農乳業協会

岡山県産牛肉銘柄推進協議会

岡山県産豚肉消費促進協議会

岡山県養鶏協会

岡山県ふ卵協会

岡山県装削蹄師会

岡山県養蜂組合連合会

岡山県和牛子牛資質向上対策協議会

岡山県畜産経営総合支援協議会

岡山県馬事畜産振興協議会

岡山県養豚振興協会

岡山県コントラクター協議会

会　長

狩 谷 　 和 宏

東 山 　 　 基

草 苅 　 完 治

草 苅 　 完 治

安 原 　 健 二

山 上 祐 一 郎

平 井 　 計 行

鈴 木 　 康 正

川 崎 　 敦 史

川 崎 　 敦 史

柴 田 　 範 彦

石 原 　 正 敬

石 原 　 聖 康

　　　 事　務　局

岡山県畜産課

おかやま酪農業協同組合

全農岡山県本部畜産部

岡山県食肉荷受（株）

烏城養鶏農業協同組合

烏城養鶏農業協同組合

岡山県農業共済組合連合会

鈴木養蜂場

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会
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　畜産経営において大規模化や法人化が進
む中で、雇用労働力の導入が増えてきてお
ります。
　しかし雇用を進めたい経営体が増えてき
ているなかで、国内経済が好転しているこ
とから雇用状況が逼迫し、優秀な人材の確
保と人材育成は容易ではありません。
　また畜産経営は、個性のある動物を扱い
高度な技術を要する作業が、数多く存在し
ます。
　そのため、働く人の能力や意欲が畜産経
営に大きく影響することから、働く人のや
る気を出させ生産性を上げるための努力と
社会保険の加入・就業環境の整備などの労
務管理を含めた雇用条件をしっかり整備す
ることが求められてきています。
　受け入れ側である畜産農家の雇用条件を
しっかりと整備することが、優秀な人材を
確保し育てていくことに繋がっていきます。
　そのためには畜産経営者として、労働者
を従業員として雇い入れたときから、経営
者は使用者となるということを理解する必
要があります。
　また、従業員を雇用した場合、雇用した
人の家族の生活や将来へ大きく関係するこ
とから、機械導入や施設整備などとは異
なった難しさがでてきます。
　そのため労務管理において、次の 7 項目
が重要となります。
①労働契約
　求人し雇用するためには、その牧場とし
ての雇用条件を整えることが重要です。
　働く人に業務内容・場所・期間・賃金及
び支払条件・勤務時間・残業・休暇・解雇・
退職などを記載した労働契約書を文書で示

すことで、雇用者との「言った言わない」
などのトラブルを防ぐことにもなります。
②安全衛生教育
　畜産では、機械や薬品など危険を伴う作
業があります。そのため雇用者に業務に関
連して発生の恐れのある事故等の予防に関
する安全教育を行う義務があります。また
雇用者の健康管理も重要となります。
③就業規則
　まず経営者としての方針を決めることで
働くためのルール、これが就業規則となり
雇用者へも周知することが基本となりま
す。更にこのルールを常に意識し考えるこ
とで、現場での秩序が出来、畜産経営を守
ることに繋がっていくことになります。
④賃金・労働時間・休日などの労働条件
　労働基準法には、一人でも雇用する場合
最低限守らなければならない基準として労
働条件の明示・労働時間・休憩時間・休日・
賃金の支払・深夜の割増賃金・有給休暇の
付与・解雇等定められています。
　更に労働者名簿・賃金台帳（日数や時間
が記載されたもの）・出勤簿等の整備・保
管が必要になります。
⑤労働保険（労災保険と雇用保険）表 1
◎労災保険
　一般的には、労働者を一人でも雇用すれ
ば、その時から「強制加入」となります。
ただし、労働者が 5 人未満の個人事業につ
いては任意加入となり事業主が保険加入の
申請をしますが、保険料は全額事業主負担
となりパート採用でも必要となります。
　比較的安い保険料で手厚い給付が受けら
れる労災保険には、すすんで加入しましょう。

（保険料率13/1000）

畜産における労務管理のポイント
～優秀な人材確保に向けて経営者が知っておくべきこと～

（一社）岡山県畜産協会　経営支援部
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　また労災保険は、本来、事業主には適用
されませんが、「特別加入制度」を利用す
れば、事業主も労災保険に加入することが
できます。
　万が一、労働者が業務上で負傷した場
合、事業主が療養に必要な費用は補償しな
ければなりませんが、労災保険があれば事
業主の補償は免れます。
◎雇用保険
　畜産の場合、雇用保険の適用条件は労災
保険と同じで、労働者が 5 人未満の個人事
業については任意加入となります。
　しかしながら、雇用保険は労働者の生活
や雇用の安定・退職後における当面の経済
的支えとなりますので働く人にとっては重
要な保険となります。
⑥社会保険（健康保険と厚生年金）表 2
　畜産で、 法人の場合従業員は必ず加入し
なければなりませんが、事業主も加入でき
ます。
　しかし個人事業の場合は、任意ですので
従業員が加入する場合は、加入の申請が必
要です。従業員募集の場合には重要な要素
となりますのでできるだけ加入しましょう。
　個人事業主は加入できません。
⑦パート・アルバイトなど短時間労働者の

保険加入について　
　パート、アルバイトなどで働いている方
についても一定の要件（表 3 ）を満たす場
合は保険に加入する必要がありますので注

意が必要となります。
　特に労災保険については是非加入を歓め
てください。

　以上が労務管理のために重要な要件とな
りますが、更に経営者として雇用者の労働
時間をきちんと把握する時間管理が重要と
なります。
　人を雇用するにあたっては、労働基準法
をはじめとした各種法令において、労務管
理に関するルールの適用を受けることにな
ります。
　ただし農業分野において・労働時間・休
憩・休日・割増賃金・年少者の特例の 5 項
目については、天候や動物が相手になるこ
とから労働基準法の適用から除外されます。
　しかしながら労働時間など自由に設定で
きるとはいえ長時間労働を強いて、さらに
割り増し賃金の支払いもないとなれば、労
働条件は決して良いとはいえず人材の確保
が困難になります。
　社会的に法令遵守が求められる中で、労
働法制をしっかりと理解し、就業環境を整
えることが従業員の定着に繋がります。
　優秀な人材を確保するための雇用環境改
善を進めることで、更なる畜産経営発展を
目指す参考にしていただきたいと思います。
　詳しい内容につきましては、岡山県畜産
協会か、お近くの労務管理の専門家である
社会保険労務士へご相談ください。

表1　労働保険

労災保険 雇用保険

事業形態

・個人事業主
　（ 労働者常時
　  5 人未満）

・法人事業主
・個人事業主
　（ 労働者常時
　  5 人以上）

・個人事業主
　（ 労働者常時
　  5 人未満）

・法人事業主
・個人事業主
　（ 労働者常時
　  5 人以上）

適用 任意加入 強制加入 任意加入 強制加入

保険料の負担 事業主 事業主と労働者の双方で負担
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表2　社会保険

医療保険 年金保険

保険の種類 国民健康保険 社会保険 国民年金 厚生年金保険

適用 ・個人事業主 ・法人事業主　
・個人事業主※ ・個人事業主 ・法人事業主　

・個人事業主※

保険料の負担
労働者の
自己負担

事業主と労働者
の双方で負担

労働者の
自己負担

事業主と労働者
の双方で負担

※牧場で雇用される人の 2 分の 1 以上の同意及び厚生労働大臣の認可があれば適用されます。

表3　パート・アルバイトなど短時間労働者の保険加入について

保険の種類 加 入 要 件

労災保険 労働時間にかかわりなく加入

雇用保険
週の所定労働時間が20時間以上で、かつ、引き続き31日以上雇用の見
込みがある場合は加入

健康保険
① 1 日又は 1 週間の労働時間及び
② 1 ヶ月の労働日数が、その事業所で同様の業務に従事する雇用者の

3／4 以上ある場合は加入

厚生年金保険
① 1 日又は 1 週間の労働時間及び
② 1 ヶ月の労働日数が、その事業所で同様の業務に従事する雇用者の

3／4 以上ある場合は加入

※労災保険・雇用保険の加入はハローワークへ
　健康保険・厚生年金保険は年金事務所へ



・ 酪 農 対 策畜 産平成29年度
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
地域で策定する畜産クラスター計画に位置付けられた経営体が対象

❶収益力・生産基盤強化に必要な機械導入を支援（補助率1/2以内）。リースに加えて導
入時に購入する場合も対象に追加

❷生産基盤強化が急務な肉用牛・酪農に優先枠が設定され施設整備や家畜導入を支援

●搾乳ロボット（労働時間の約５割を占める搾乳作業を自動化）
●自動給餌機（労働時間の約２割を占める給餌作業を自動化）
　など飼養管理の省力化のための機械・装置の導入を支援（補助率１／２以内）

❶酪農家の自給飼料作付面積（二期作・二毛作の
二作目や耕種農家への委託面積も含む）に応
じた支援（1ha当たり１万５000円）

❷前年度と比較して、乳用後継牛の増頭、または
輸入粗飼料の購入量を削減する場合は、面積
拡大分に対して追加支援（1ha当たり３万円）

肉
用
牛

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●発情発見装置などのＩＣＴ（情報通信技術）を活用した機器の導入や、子牛の損耗防止
などをはかるための新技術を活用した取り組みを支援（補助率1/2以内）

肉用牛経営安定対策補完事業肉用牛経営安定対策補完事業
●優良繁殖雌牛の増頭実績に応じた奨励金の交付（１頭当たり最大10万円）
●優良繁殖雌牛の導入に対して奨励金の交付（1頭当たり最大5万円）
　※別途、増頭数などに要件あり

酪
農

加工原料乳生産者補給金加工原料乳生産者補給金
●生クリームなどの液状乳製品を対象に追加
●脱脂粉乳・バター向けやチーズ向けなど用途別に

定められていた、単価・交付対象数量を一本化

養
豚

養豚経営安定対策補完事業養豚経営安定対策補完事業
●生産コストの低減をはかるため、必要な種豚などの導入を支援
　・純粋種豚は1頭当たり上限１０万円
　・純粋種精液は1本当たり上限１万円
　・一代雑種雌豚は1頭当たり上限２万円、1経営体当たり上限30頭

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●種豚生産経営における種豚の能力向上をはかるため、必要となる種豚などの導入を

支援（補助率１／２以内）
　※対象となる種豚などの補助内容は養豚経営安定対策補完事業と同じ

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●優良な乳用後継雌牛確保のため、性判別精液や受精卵の活用に支援（補助率1/2以

内、かつ乳用牛性判別精液は１頭当たりの上限が６000円、乳用牛性判別受精卵は１頭
当たり１０万円）

酪農経営支援総合対策事業酪農経営支援総合対策事業
❶後継牛育成のための簡易畜舎整備、機器（カーフハッチ、分娩カメラなど）導入を支援
（補助率１／２以内）

❷供用期間の延長をはかるため、削蹄や乾乳期間中の乳房炎防止を支援（４８カ月齢以
上、１頭当たり1000円）

❸後継者への経営基盤強化として、初妊牛導入を支援（１頭５万円、１経営体当たり１０頭
が上限）

❹酪農ヘルパー要員確保のため、学生インターンシップの新設や、新人ヘルパー技術研
修の支援期間（１２カ月→２４カ月）などを拡充

酪農経営体生産性向上緊急対策事業酪農経営体生産性向上緊急対策事業

資
金
対
策

肉用牛肥育経営維持安定緊急対応業務出資金など肉用牛肥育経営維持安定緊急対応業務出資金など
❶農林漁業セーフティネット資金による円滑な資金融通を支援（償還期限10年、据置期

間３年、融資枠１０億6000万円）
❷農林漁業セーフティネット資金の貸付限度額の拡大（年間経営費または粗収益の

3/12→6/12）

飼
料
対
策

飼料生産型酪農経営支援事業飼料生産型酪農経営支援事業

肉用牛繁殖経営支援事業肉用牛繁殖経営支援事業
●発動基準価格の引き上げ
　黒毛和種４６万円、褐毛和種４２万円、その他肉専用種３０万円（全て一頭当たり）

肉用牛免税肉用牛免税
●３年間の延長が決定（要件は現行のまま）
●売却価額１００万円未満、売却頭数1500頭まで（中央卸売市場などで売却したもの）を

対象

飼料作物面積が北海道で1頭当たり４０ａ、都府県で1頭当たり１０ａ以上あり、環境負荷
低減に取り組んでいる酪農家が対象

地域で策定する労働条件改善に関する計画（地域楽酪応援計画）に位置付けられた
酪農家が対象

注1：基金事業により、平成28年度の執行状況をふまえ、平成29年度中にも公募が実施される予定
注2：独立行政法人 農畜産業振興機構

制作：全国農業協同組合中央会（JA全中）農業対策部　畜産園芸対策課

平成28年度
補正予算

平成29年度
当初予算

平成29年度
税正改正

平成29年度
当初予算

平成29年度
当初予算

平成28年度
補正予算注1

平成29年度
ALIC注2

交付金

飼料作付
面積

追加交付金
単価 3万円／ha

現行の作付面積
拡大面積拡大面積

交付金単価：1万5000円／ha

補給金単価
（1kg当たり）

交付対象数量 350万t

10.56円

酪農家の働き方改革を支援

平成29年度
当初予算

平成29年度
当初予算

平成28年度
補正予算注1

平成29年度
ALIC注2

平成29年度
ALIC注2

平成28年度
補正予算注1
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・ 酪 農 対 策畜 産平成29年度
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
地域で策定する畜産クラスター計画に位置付けられた経営体が対象

❶収益力・生産基盤強化に必要な機械導入を支援（補助率1/2以内）。リースに加えて導
入時に購入する場合も対象に追加

❷生産基盤強化が急務な肉用牛・酪農に優先枠が設定され施設整備や家畜導入を支援

●搾乳ロボット（労働時間の約５割を占める搾乳作業を自動化）
●自動給餌機（労働時間の約２割を占める給餌作業を自動化）
　など飼養管理の省力化のための機械・装置の導入を支援（補助率１／２以内）

❶酪農家の自給飼料作付面積（二期作・二毛作の
二作目や耕種農家への委託面積も含む）に応
じた支援（1ha当たり１万５000円）

❷前年度と比較して、乳用後継牛の増頭、または
輸入粗飼料の購入量を削減する場合は、面積
拡大分に対して追加支援（1ha当たり３万円）

肉
用
牛

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●発情発見装置などのＩＣＴ（情報通信技術）を活用した機器の導入や、子牛の損耗防止
などをはかるための新技術を活用した取り組みを支援（補助率1/2以内）

肉用牛経営安定対策補完事業肉用牛経営安定対策補完事業
●優良繁殖雌牛の増頭実績に応じた奨励金の交付（１頭当たり最大10万円）
●優良繁殖雌牛の導入に対して奨励金の交付（1頭当たり最大5万円）
　※別途、増頭数などに要件あり

酪
農

加工原料乳生産者補給金加工原料乳生産者補給金
●生クリームなどの液状乳製品を対象に追加
●脱脂粉乳・バター向けやチーズ向けなど用途別に

定められていた、単価・交付対象数量を一本化

養
豚

養豚経営安定対策補完事業養豚経営安定対策補完事業
●生産コストの低減をはかるため、必要な種豚などの導入を支援
　・純粋種豚は1頭当たり上限１０万円
　・純粋種精液は1本当たり上限１万円
　・一代雑種雌豚は1頭当たり上限２万円、1経営体当たり上限30頭

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●種豚生産経営における種豚の能力向上をはかるため、必要となる種豚などの導入を

支援（補助率１／２以内）
　※対象となる種豚などの補助内容は養豚経営安定対策補完事業と同じ

畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）畜産・酪農生産力強化対策事業（畜産クラスター計画にもとづく）
●優良な乳用後継雌牛確保のため、性判別精液や受精卵の活用に支援（補助率1/2以

内、かつ乳用牛性判別精液は１頭当たりの上限が６000円、乳用牛性判別受精卵は１頭
当たり１０万円）

酪農経営支援総合対策事業酪農経営支援総合対策事業
❶後継牛育成のための簡易畜舎整備、機器（カーフハッチ、分娩カメラなど）導入を支援
（補助率１／２以内）

❷供用期間の延長をはかるため、削蹄や乾乳期間中の乳房炎防止を支援（４８カ月齢以
上、１頭当たり1000円）

❸後継者への経営基盤強化として、初妊牛導入を支援（１頭５万円、１経営体当たり１０頭
が上限）

❹酪農ヘルパー要員確保のため、学生インターンシップの新設や、新人ヘルパー技術研
修の支援期間（１２カ月→２４カ月）などを拡充

酪農経営体生産性向上緊急対策事業酪農経営体生産性向上緊急対策事業

資
金
対
策

肉用牛肥育経営維持安定緊急対応業務出資金など肉用牛肥育経営維持安定緊急対応業務出資金など
❶農林漁業セーフティネット資金による円滑な資金融通を支援（償還期限10年、据置期

間３年、融資枠１０億6000万円）
❷農林漁業セーフティネット資金の貸付限度額の拡大（年間経営費または粗収益の

3/12→6/12）

飼
料
対
策

飼料生産型酪農経営支援事業飼料生産型酪農経営支援事業

肉用牛繁殖経営支援事業肉用牛繁殖経営支援事業
●発動基準価格の引き上げ
　黒毛和種４６万円、褐毛和種４２万円、その他肉専用種３０万円（全て一頭当たり）

肉用牛免税肉用牛免税
●３年間の延長が決定（要件は現行のまま）
●売却価額１００万円未満、売却頭数1500頭まで（中央卸売市場などで売却したもの）を

対象

飼料作物面積が北海道で1頭当たり４０ａ、都府県で1頭当たり１０ａ以上あり、環境負荷
低減に取り組んでいる酪農家が対象

地域で策定する労働条件改善に関する計画（地域楽酪応援計画）に位置付けられた
酪農家が対象

注1：基金事業により、平成28年度の執行状況をふまえ、平成29年度中にも公募が実施される予定
注2：独立行政法人 農畜産業振興機構

制作：全国農業協同組合中央会（JA全中）農業対策部　畜産園芸対策課

平成28年度
補正予算

平成29年度
当初予算

平成29年度
税正改正

平成29年度
当初予算

平成29年度
当初予算

平成28年度
補正予算注1

平成29年度
ALIC注2

交付金

飼料作付
面積

追加交付金
単価 3万円／ha

現行の作付面積
拡大面積拡大面積

交付金単価：1万5000円／ha

補給金単価
（1kg当たり）

交付対象数量 350万t

10.56円

酪農家の働き方改革を支援

平成29年度
当初予算

平成29年度
当初予算

平成28年度
補正予算注1

平成29年度
ALIC注2

平成29年度
ALIC注2

平成28年度
補正予算注1
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　依然として高値の子牛価格にもかかわらず高齢化や担い手不足により肉用牛農家戸数の
減少が続く中、和牛生産者の意欲高揚と和牛生産の振興につなげることを目的としたシン
ポジウムを平成29年 3 月16日（木）、津山市大田　津山リージョンセンタ−ペンタホールで
開催しました。
　本シンポジウムは全農、（一社）岡山県畜産協会等県下畜産 6 団体で構成する実行委員会
の主催及び岡山県、津山市、岡山県人工授精師協会の後援により開催したもので今回で15
回目を迎えました。
　今回は「和牛経営の安定は繁殖農家と肥育農家の共生から」をテーマに、発表と説明並
びに講演を行いました。
　最初は吉備中央町で和牛繁殖経営をされている孝本真二さんから「和牛繁殖経営への挑
戦・20年の軌跡」と題して、今日までの取組の経緯や経営内容を発表いただきました。
孝本さんは平成28年度、本県の優れた農業青年に贈られる矢野賞も受賞されています。
　続いて、県農林水産部畜産課田原鈴子副参事より家畜の飼養者が守るべき基準である飼
養衛生管理基準の一部改正について説明がありました。
　今回の講演はJA全農ミートフーズ東営業本部で肉牛生産流通アドバイザーとして活躍さ
れている別府新介先生に「牛肉の生産流通と今後の和牛繁殖経営について」と題してお願
いしました。最新の牛肉情勢や子牛価格と相
関関係にある枝肉価格の構成等平素は和牛繁
殖農家があまり触れることの無い情報や肥育
農家に求められる牛づくり等について来場者
は真剣に聞き入っていました。
　また、会場ではつやま和牛振興協議会より
平成28年 4 月、津山に生まれた新ブランド・

「つやま和牛」を使用した「つやま和牛コロッケ」
が配られ、参加者の好評を博していました。

〔ホットニュース〕

平成28年度和牛シンポジウム・津山市で開催
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　養豚振興協会と畜産協会の共催により、去る 3 月13日（月）、岡山市北区のたけべ八幡温泉
にて、今年度 2 回目の養豚飼養管理技術向上研修会を開催しました。
　今回は、「生産性と肉質や食味の向上を図るための飼養管理」をテーマとし、講演 1 題

（遠藤ピッグファーム（千葉県）：遠藤典夫先生）、話題提供 3 題（鳥取県ブランド豚振興会、
徳島県農林水産総合技術センター、畜産協会家畜衛生部）の構成でしたが、かつてない42
名もの参加をいただき、熱心に聞き入る姿が印象的でした（当日の資料を希望される方は、
畜産協会価格対策班まで）。
　また、飼養管理等による肉質や味の違いを検証すべく、県内ブランド豚 5 種類（おかや
ま黒豚、津山黒豚、BD豚、米LOVEポーク、三元豚珍甘）、話題提供をいただいた県外 2 種
類（大山ルビー、阿波とん豚）とUSA産の合計 8 種類を欲張りにも集め、参加者全員によ
る食味比較を実施しました。食べ方はしゃぶしゃぶ、部位は肩ロースで統一し、どの豚肉
かを分かった上で、見た目、やわらかさ、ジューシー感、肉のうまみ、脂の甘味等を評価、
最終的に、一番おいしいと思った豚肉 1 点を選んで、アンケート用紙に記載してもらいま
した。比較後の意見交換会では、「 7 種類はいずれもハイレベルで、味や歯ごたえにそれぞ
れ特徴があり、甲乙付けがたかった」との発言や「自分はこれが好き」など感想は様々。
生産者の方は、ライバル？の豚肉の味にかなり刺激を受けられたようでした。今後も安全
安心で美味しい豚肉の生産に期待したいと思います。

平成28年度第２回養豚飼養管理技術向上研修会を開催
～ 県内外等・豚肉８種類、食べ比べ！ ～
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死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岸化学グループ
株式会社　正和

岡山本社 〒712-8055　岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所 〒738-0513　広島県佐伯区湯来町大字伏谷字今山137番58

福山事業所 〒729-3102　広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所 〒680-0906　鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所 〒708-1544　岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233

代表取締役　岸　小三郎
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「岡山畜産便り」に関するアンケート

FAX▶086‒234‒6031
今後の誌面づくりの参考にするため、アンケートにご協力下さい。

所属、または氏名をご記入ください。

ご協力ありがとうございました。

団体名 氏　名

①参考にしている、または興味深いコーナーを教えて下さい。（複数回答可）

　□畜産課からのお知らせ　　□県民局便り　　□家保のページ　　□技術のページ
　□共済連だより（家畜診療日誌）　　　 □共済フレッシュさんの声
　□畜産現場の声　　□畜産女性の声　　□消費者の声　
　□酪大だより、教育現場の声　　□ふるさとメッセージ、県OBの声
　□お知らせ、Q＆Aコーナー　　□ホットニュース　　□特集
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②日常・仕事のなかで感じたことや、農業経営に関する悩みや質問について掲載する
　コーナーがあれば、投稿してみたいですか。

　□してみたい　　□したくはないが、読んでみたい　　□興味がない

③今後、どのような情報が欲しいですか。

④その他、ご意見・ご要望があればお聞かせ下さい。

キ

リ

ト

リ

線



高 知 競 馬 開 催 案 内
　地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

開催日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

○

○
○

○
○

ナイター みどりの日

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

備　考 開催日 備　考 開催日 備　考 開催日 備　考
 5　月

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

○
○

○
○

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

１
２
3
4
5
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

○
○

ナイター
ナイター

6　月

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

○
○

○
○

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

ナイター（15：30～20：50） ナイター（15：30～20：50）

　岡山県馬事畜産振興協議会（事務局　岡山県畜産
協会）は、平成29年2月28日（火）に高知競馬場において、

「岡山県ももたろう特別」競走の第2回目を開催しました。
　レースは、第 5 R 、サラ系で、ソル号（馬主　山本秀樹）
が勝利し、馬主や騎手の皆さんに、おかやま和牛肉を贈
呈しました。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス

憲法記念日

子どもの日

　先日、乳牛の姿や歩様の美しさを競う『中国地区ブラック＆
ホワイトショー』が地元岡山で開催された。岡山県下からは高松
農業高校や中国四国酪農大学校が出品し、それぞれ乳牛部門
で首席を獲得した。また今年9月には、宮城県で開催される和
牛の全国能力共進会に、岡山県立瀬戸南高校が出場するこ
とが決定まっている。
　近年、共進会での高校・大学の活躍にはめざましいものが
ある。共進会という大舞台でチャンピオンになるという夢をめざ
して、日々の管理や育成に励む若者がふえている。高齢化や
担い手不足が深刻化している畜産現場に、若いエネルギー
が活気をもたらし、さらに畜産業界への就業にもつながること
が期待されている。
　昔はどの農家も牛を飼育し、非農家の子どもたちも学校帰りに
牛とふれあう機会があった。しかし農家数が減少した現代では
そんな光景を見ることはなくなった。そんな中で、農業高校や大
学校職員の尽力で牛に愛着を持つ生徒が育てられていること
は大変心強くうれしいことだ。心より感謝を申しあげたい。（Ｎ・Ｓ）
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新見市　　岡山ＪＡ畜産㈱荒戸山SPF農場の皆さん（養豚）
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〔酪大だより〕
　第51期生が卒業しました。
　　　（公財）中国四国酪農大学校

〔県民局だより〕
　地域の連携で高収益型の産業に！
　～奈義町畜産クラスター協議会の取組～
　　　美作県民局畜産第一班

〔家保のページ〕
　牛群検定検証シートの概要
　　　津山家畜保健衛生所

〔技術のページ〕
　「地域産飼料」を利用しましょう
　　　岡山県農林水産総合センター
　　　畜産研究所企画開発グループ

〔畜産現場の声〕
　安心と美味しさは人が作る
　　　岡山JA畜産㈱荒戸山SPF農場

〔畜産女性の声〕
　「鳥取・岡山・島根各県の畜産女性の意見交換会に参加して」
　　　赤磐市　信原　幸子
岡山県畜産関係者名簿
岡山県農業共済組合連合会
全農岡山県本部畜産部
おかやま酪農業協同組合
一般社団法人岡山県畜産協会
岡山県畜産関係各種協議会
畜産における労務管理のポイント
～優秀な人材確保に向けて経営者が知っておくべきこと～
　　　（一社）岡山県畜産協会
平成29年度　畜産・酪農対策
〔ホットニュース〕
　平成28年度和牛シンポジウム・津山市で開催
　平成28年度第2回養豚飼養管理技術向上研修会を開催
　～県内外等・豚肉8種類、食べ比べ！～
　　　（一社）岡山県畜産協会
アンケート
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取扱品目のあらまし

株式会社 ジュウチク

動物用ワクチン・血清類一切，獣医畜産用薬品全般

家畜・家禽の飼料添加剤各種，獣医畜産用器具機械類

衛生材料（ガーゼ・脱脂綿・繃帯・その他）

土壌関係検査測定器具・試薬

岡山市北区奉還町4-4-11 岡獣ビル内 TEL 086-214-2288
FAX 086-214-2287


